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「上郷開発」東急提案を評価
横浜市都市計画「評価委員会J

横
浜
市
、開
発
計
画
素
案
づ
く
リ
ヘ

「自
然
破
壊
で
災
害
発
生
の
危
険
」

２
０
１
４
年
１２
月
に
東
急
建
設
か
ら
提
出
さ
れ
た

「上
郷
猿
田
地
区

都
市
壁
四
提
案
」
に
対
し
て
１５
年
６
月
１０
日
、
横
浜
市
都
市
壁
画
評
価
委

員
会
は

「総
合
的
に
も
（提
案
は
）
地
区
の
将
来
を
見
据
え

″バ
ラ
ン
ス

に
配
慮
し
た
童
凹
で
あ
る
と
評
価
で
き
る
〃
」と
発
表
し
た
。

「上
郷
開
壺

計
画
提

案
に
対
す
る
横
浜
市
の

評
価
は
、　
一
部
修
正
を

加
え
た
上
で
開
発
を
認

め
る
も
の
と
な
っ
て
お

り
、　
一
部
の
環
境
保
全

グ
ル
ー
プ
か
ら
は
、
「到

底
受
け
入
れ
ら
れ
る
も

の
で
は
な
い
」
と
す
る

声
明
も
出
さ
れ
た
。

「評
価
委
員
会
」
の
評

価
内
容
の
要
旨
は
次
の

通
り
。
▽
本
提
案
内
容
は
、

首
都
圏
ン
ベ
ル
の
枢
要

な
緑
地
で
あ
る
円
海
山

周
辺
地
区
に
連
な
る
良

好
な
緑
地
を
、
公
園
や

特
別
緑
地
保
全
地
区
の

都
市
■
側
に
よ
り
担
保

し
、
本
市
で
貴
重
と
な

っ
た
里
山
景
観
を
永
続

的
に
保
全
す
る
も
の
と

評
価
で
き
る
。

▽
港
南
台
駅
か
ら
の

徒
歩
圏
で
あ
り
、
駅
か

ら
離
れ
た
郊
外
住
宅
地

と
の
結
節
点
に
位
置
し

て
お
り
、
拡
幅
整
備
す

る
舞
岡
上
郷
線
沿
道
を

開
発
し
、
商
業
施
設
等

を
設
け
る
こ
と
に
よ

り
、
周
辺
の
利
便
性
や

快
適
性
を
高
め
つ
つ
、

開
発
予
定
の
瀬
上
沢
の

一
部

た
自
然
や
生
き
も
の
の

状
況
を
踏
ま
え
、
環
境

ァ
セ
ス
メ
ン
ト
を
は
じ

め
、
生
物
多
様
性
の
保

全
に
つ
な
が
る
デ
ー
タ

の
分
析
や
提
言
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
「実
効
あ

る
保
全
」
の
考
え
方
は

今
回
の
行
政
の
判
断
に

も
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
な
み
議
験
薇
谷
戸

の
上
流
か
ら
下
流
ま
で

の
統

一
性
と
実
効
性
の

の
あ
る
環
境
づ
く
り

と
、
自
然
や
生
き
も
の

と
の
共
生
を
実
現
し
た

先
進
例
を
参
考
に
、
新

し
い
タ
イ
プ
の
自
然
公

園
と
し
て
の
都
市
公
園

を
整
備
す
る
こ
と
で

ｔ
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地
域
防
災
を
補
完
す
る

計
画
と
な
っ
て
い
る
。

▽
環
夏
に
も
一
定
の

配
慮
が
さ
れ
た
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
を
実

現
し
よ
う
と
す
る
討
回

と
な
っ
て
い
る
。

▽
総
合
的
に
も
、
地

区
の
将
来
を
見
据
え

バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
た

計
画
で
あ
る
と
評
価
で

き
る
。
た
だ
し
、
グ
リ
ー
ン

グ
ー
ト
・
ゾ
ー
ン
は
、

円
海
山
周
辺
緑
地
へ
の

玄
関
日
に
ふ
さ
わ
し
い

役
割
が
期
待
さ
れ
て
お

り
、
市
街
化
調
整
区
域

の
ま
ま
と
す
べ
き
と
考

え
ら
れ
、　
一
部
修
正
を

加
え
る
必
要
が
あ
る
。

な
お
い
舞
岡
上
郷
線

の
拡
幅
整
備
、
神
奈
中

車
庫
前
交
差
点
の
改

良
、
地
域
一層
用
の
確
保
、

文
化
財
の
保
護
、
注
目

す
べ
き
動
植
物
の
生
息

環
境
の
確
保
や
移
植

・

定
着
、
特
別
緑
地
保
全

地
区
等
に
お
け
る
防
災

措
置
及
び
そ
の
後
の
緑

の
復
元
、
防
災
性
の
向

上
や

「ま
ち
づ
く
り
組

織
」
に
よ
る
取
組
な
ど

に
つ
い
て
、
森
糞
Ｉ
実

施
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
そ
の
実
現

に
は
、
周
辺
住
民
や
市

民
団
体
、
専
門
家
な
ど

と
の
連
携
が
不
可
欠
と

な
る
こ
と
か
ら
、
各
段

階
に
お
い
て
十
分
調
整

し
つ
つ
取
り
組
む
こ
と

を
求
め
る
。
◇

上
郷
開
発
提
案
に
対

す
る
横
浜
市
の
評
価
に

対
し
て
、
環
境
保
全
運

動
を
続
け
て
い
る
団
体

は
、
別
項
（要
しこ

の
コ

メ
ン
ト
を
発
表
し
た
。

本
紙
に
寄
せ
ら
れ
た

瀬
上
の
森
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
＝
Ｓ
Ｍ
Ｐ
穴
中

塚
隆
雄
代
表
）と
「Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人

ほ
た
る
の
ふ

る
さ
と
瀬
上
沢
基
金
」

（角
田
東

一
理
事
長
）
の

２
団
体
の
コ
メ
ン
ト
要

旨
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
じ
つ
け
の
評
価
、
整
合
性
が
な
い

成
を
抑
制
す
る
」
と
い

う
も
の
で
、
平
成
３７
年

の
宅
地
面
積
、
商
業
地

面
積
を
平
成
２
年
と
同

じ
数
字
に
し
て
い
る
。

③
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ

ィ
ー
構
想
と
反
す
る
。

①
満
遍
な
く
広
が
っ

て
し
ま
っ
た
市
街
地
を

駅
周
辺
に
集
約
す
る
②

郊
外
部
は
既
存
の
イ
ン

フ
ラ
を
活
用
し
活
性
化

を
図
る
、
と
い
う
の
が

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
イ
ー

構
想
の
骨
子
で
あ
る
。

」世
価
委
百
△
ムは
、
ョ
川辺

市
街
地
と
の
一
体
性
が

強
化
さ
れ
る
」
と
し
て

緑
地
の
宅
地
化
を
肯
定

し
て
お
り
、
こ
れ
は
驚

く
べ
き
評
価
で
あ
る
。

徹

ｔ

ｔ

評
価
委
員
会
の
評
価

内
容
は
、
こ
じ
つ
け
で

あ
り
国
や
県
、
市
の
方

針
と
整
合
性
が
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
根
拠
は
、

①
調
整
区
域
を
市
街

化
区
域
に
変
更
す
る
根

拠
が
無
い
。

整
開
保
は
、
緑
地
が

無
秩
序
に
市
街
化
さ
れ

る
こ
と
を
防
ぐ
た
め

に
、
人
口
増
で
市
街
化

区
域
が
不
足
し
た
場
合

に
人
ロ
フ
レ
ー
ム
を
割

グ
当
て
て
市
街
化
区
域

に
変
更
す
る
制
度
で
あ

る
。
周
辺
各
区
は
全
て

人
口
が
減
少
し
、
人
口

フ
レ
ー
ム
を
割
り
当
て

る
根
拠
が
無
い
。

②
国
、県
、市
の
方
針

と
の
不
整
合
。

国
交
省
は
５
月
２
日

の
第
五
次
国
土
利
用
計

画
を
策
定
し
、
７
月
に

も
閣
議
決
定
の
予
定
。

要
一日
は

「人
口
減
に
対

応
し
、
新
た
な
宅
地
造


